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Office 365を使用したHybridカレンダーサービスの導入タ
スクフロー

Office 365組織を使用して Hybridカレンダーサービスを展開するには、次のタスクを実行し
ます。

始める前に

環境の準備

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Webex Meetingsサイトがある場合
は、@webexとの統合の準備が整ってい
ることを確認してください。

Cisco Webex Meetingsサイトの準備（
2ページ）

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Office 365環境を Cisco Webexクラウド
に登録して、接続をテストし、デフォル

トWebexサイトを設定します。

Office 365を使用したHybridカレンダー
サービスの有効化と設定（3ページ）

ステップ 2

ユーザが@webexまたは@meetを入力
したときに Hybridカレンダーサービス

（任意）@webexキーワードと@meet
キーワードの設定（3ページ）

ステップ 3

が実行するアクションを変更するには、

https://admin.webex.comで [キーワード
（Keywords）]を設定します。

ユーザに対する Office 365を使用した
Hybridカレンダーサービスの有効化（
4ページ）

ステップ 4

ワンボタン機能（OBTP）をクラウド登
録ルームデバイスおよびデスクデバイ

カレンダースケジューリングのための

デバイスの登録（5ページ）
ステップ 5

スとWebexBoardに提供する場合は、デ
バイスの場所を設定します。

CiscoWebexルームデバイスおよびデス
クデバイスとWebex Board上の OBTP

（任意）ユーザ自身によるWebexパー
ソナルルームとCiscoWebex Teamsの関
連付け（7ページ）

ステップ 6

の場合は、会議スケジューラのパーソナ

ルルームにWebex Teamsアカウントが
関連付けられていることを確認します。

Office 365とHybridカレンダーサービス
の統合のテスト（8ページ）

ステップ 7

Expresswayベースのコネクタからのユー
ザの移動（9ページ）

ステップ 8

Cisco Webex Meetingsサイトの準備
@webexの全機能を提供するためには、Hybridカレンダーサービスが CiscoWebexMeetingsサ
イトからユーザのスケジュール情報にアクセスする必要があります。

Webexサイトが CiscoWebex Control Hubで管理されている場合は、情報を入手可能にするため
に何もする必要はありません。そうでない場合は、この情報を入手可能にするために、管理者

がサイトをWebex Teamsにリンクすることを推奨します。

まだサイトがリンクされていない場合は、ユーザがアプリでCiscoWebexパーソナルルームを
Cisco Webex Teams自体に関連付けることができます。
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Office 365を使用したHybridカレンダーサービスの有効化
と設定

次の手順に従って、Office 365環境を Cisco Webexクラウドに登録して、接続をテストし、デ
フォルトWebexサイトを設定します。この手順は、https://admin.webex.comのセットアップ
ウィザードに従って実行することができます。

始める前に

•セットアッププロセスを開始するときには、Office 365テナントのグローバル管理者が行
うか、管理者に協力してもらう必要があります。

手順

ステップ 1 https://admin.webex.comで、[サービス（Services）]に移動します。

ステップ 2 Office 365ロゴの付いたハイブリッドカレンダーカードで、[セットアップ（Set Up）]をク
リックします。

ステップ 3 手順に従って、Office 365インスタンス（Worldwideまたは Germany）を選択し、Office 365グ
ローバル管理者アカウント上の Cisco Webexクラウドアクセスを承認します。
承認手順を完了すると、ブラウザから https://admin.webex.comにリダイレクトされます。その
ように動作しない場合は、次の手順を再試行してください。

ステップ 4 [ハイブリッドカレンダーセットアップ（Hybrid Calendar setup）]ウィンドウで、接続をテス
トする Office 365のアカウントの電子メールアドレスを入力して、[テスト（Test）]をクリッ
クします。

Hybridカレンダーサービスは、ユーザのカレンダーにイベントを作成することによってテス
トを行い、アクセスとプロビジョニングを検証します。

ステップ 5 セットアップが完了したら、[完了（Done）]をクリックします。

ステップ 6 Office 365ロゴの付いたハイブリッドカレンダーカードで、[設定の編集（Edit settings）]を
クリックします。

ステップ 7 @webexスケジューリングに使用する Cisco Webex Meetingsサイトを選択または入力します。
変更を保存します。

ステップ 8 エラーステータスのユーザがいる場合は、[ユーザステータスレポート（UserStatusReport）]
をクリックして、エラーの詳細を表示します。

@webexキーワードと@meetキーワードの設定
デフォルトで、ユーザが @webexを会議の場所に追加すると、カレンダーサービスが Cisco
Webexパーソナルルームの詳細を使用して会議を更新します。ユーザが @meetを追加する
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と、デフォルトで、サービスが Cisco Webex Teamsスペースの詳細を使用して会議を更新しま
す。管理者は、いずれかのキーワードに対するこれらのデフォルトアクションを変更できま

す。

これらのアクションをどのように設定したかに関係なく、パワーユーザは、修飾子の:space
または :myroomを追加して、いずれかのキーワードに対するアクションを指定できます。た
とえば、@webex:spaceを追加すると、サービスがWebex Teamsスペースの詳細を使用して
会議を更新します。

手順

ステップ 1 https://admin.webex.comの顧客ビューで、[サービス（Services）]に移動します。

ステップ 2 カレンダー環境用のハイブリッドカレンダーカードで、[設定の編集（Edit settings）]をクリッ
クします。

複数のカレンダー環境用の Hybridカレンダーサービスセットアップが存在する場合
は、Control Hubの複数のページからキーワード設定にアクセスできますが、設定し
た値がすべての環境に適用されます。

（注）

ステップ 3 [キーワード（Keywords）]セクションで、各キーワードに必要なデフォルトアクションを選
択します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザに対する Office 365を使用したHybridカレンダー
サービスの有効化

次の手順を使用して、個別の Cisco Webexユーザに対して Office 365を使用した Hybridカレン
ダーサービスを使用可能にします。

Cisco Webexユーザ向けのサービスを一括で、またはディレクトリ同期組織で有効にする方法
については、以下のリンクを参照してください。

これらのどの方法でも、ユーザがWebexTeamsアプリにサインインして完全にアクティブ化さ
れている必要があります。アプリにサインインしたことのないユーザの@webexを有効にする
には、「ドメインの追加、確認、および要求」プロセスを使用して、ユーザのドメインを追加

して確認します。（検証可能にするには、ドメインを所有している必要があります。ドメイン

を要求する必要はありません。）

始める前に

•ユーザは、ExchangeOnlineメールボックスのライセンスを取得している必要があります。
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•ユーザは、CiscoWebexMeetings、Webex Teams、および Exchange Online（プライマリ電子
メールアドレス）で完全に一致する電子メールアドレスと、アクティブにされた Cisco
Webexアカウントを持っている必要があります。

手順

ステップ 1 https://admin.webex.comのカスタマービューで、[ユーザ（Users）]に移動し、リストから特定
のユーザを選択します。

検索機能を使用して、ユーザのリストを絞り込むことができます。

ステップ 2 行をクリックし、ユーザの概要を開きます。

ステップ 3 [ハイブリッドサービス（Hybrid Services）]領域で、[カレンダーサービス（CalendarService）]
をクリックします。

ステップ 4 [カレンダー（Calendar）]をオンにして、[Microsoft Exchange/Office 365]が選択されているこ
とを確認し、変更を保存します。

サービスをアクティブにすると、ユーザのカレンダーサービスのステータスが、[保留中のア
クティベーション（Pending Activation）]から [有効化済み（Activated）]に変わります。この
変更に要する時間は、このサービスが有効になっているユーザの数によって異なります。

機能が有効になったことを通知するメールがユーザに届きます。メール通知を無効にする場合

は、以下のドキュメントを参照してください。

関連トピック

ユーザの電子メール通知の無効化

ユーザを一括で更新する手順

ディレクトリが同期された組織内のユーザを更新する手順

カレンダースケジューリングのためのデバイスの登録
次の手順を使用して、ワンボタン機能（OBTP）用のクラウド登録 Cisco Webexルームデバイ
スおよびデスクデバイスとWebex Boardを準備します。ユーザが会議の招待に含める各デバ
イスに対して、この手順を繰り返します。デバイスごとに一意のカレンダーメールボックスが

必要です。

始める前に

Cisco Webex Calling：

• Cisco Webexルームデバイスまたはボードに Cisco Webex Calling（旧称 Spark Call）電話
番号を追加した後、ルームデバイスの発信者 IDが他のユーザに表示されるまで 24時間
の遅延があります。
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•共有デスクフォンは、ボイスメールとシングルナンバーリーチを除くすべての利用可能
なコール機能をサポートします。ルームデバイスとWebexBoardは、単一回線での基本的
なコール機能のみをサポートします。

• PSTNサービスの場合、以下の点に注意してください。

•ルームデバイスとボード用のクラウドPSTNサービスは、米国とカナダで利用できま
す。

•シスコパートナーがPSTNサービスを購入することを要求する必要があります。試用
期間が終了した場合には、電子メールで送信された DocuSignによって PSTN契約に
署名する必要があります。

•パートナーは、新規またはポートオーバー PSTN番号を追加する必要があります。

ハイブリッドコールサービス：

•ある場所にあるデバイスに対して Cisco Unified Communications Managerコール制御を使用
するには、まず、組織のハイブリッドコールサービス接続を設定する必要があります。

詳細については、『Cisco Webex Hybridコールサービス導入ガイド』を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 https://admin.webex.comのカスタマービューから、[場所（Places）]に移動し、[場所の追加
（Add Place）]をクリックします。

ステップ 2 場所の名前（物理的な部屋の名前など）を入力して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [その他の Ciscoデバイス（Other Cisco device）]を選択して、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

1つのスペースには 1種類のデバイスしか設定できません。たとえば、1つのロビー、1つの
Cisco Webexルームデバイス、または 1つのWebex Boardに最大 10台のデスクフォンを追加
することはできますが、いずれか2つタイプのデバイスを組み合わせて追加することはできま
せん。

ステップ 4 場所のデバイスに割り当てるコールサービスを選択します。

•無料通話（デフォルト） - Cisco Webex Teamsアプリと SIPアドレスの呼び出し用。
• CiscoWebexCalling（旧称 SparkCall）-クラウド優先メディアプロバイダー経由で PSTN
サービスを追加する場合。デバイスに電話番号と内線番号を割り当ててから、[次へ（Next）]
をクリックします。

• Cisco Webex Hybridコールサービス接続 -オンプレミスコール制御経由でコールサービ
ス（PSTNアクセスまたは内線アクセス）を使用する場合。Unified CMは、場所にデバイ
スの電話番号または内線番号を提供します。
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サービスにより、Unified CMクラスタ上の電子メールアドレスがある場所が検出されま
す。検出されると、サービスは、Cisco Spark-RDを作成し、アカウントに関連付けられた
電話番号と SIP URIを特定します。

ステップ 5 （オプション）カレンダーサービスをオンに切り替えて、ユーザがこのデバイスでワンボタン
機能（OBTP）を使用できるようにし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 ハイブリッドコールサービス接続を選択した場合は、以前に作成したアカウントの Unified
CMメール IDを入力し、オプションでローカルコールコネクタが属している [リソースグルー
プ（Resource Group）]を選択し、[完了（Done）]をクリックします。

ステップ 7 カレンダーサービスをオンに切り替えた場合は、ルームデバイスのカレンダーメールボック
スの電子メールアドレスを入力または貼り付けます。これは会議のスケジュールに使用される

電子メールアドレスです。

• Googleカレンダーでスケジュールされたデバイスの場合は、G Suitesから Googleリソー
スの電子メールアドレス（[カレンダー（Calendar）] > [リソース（Resources）]）を入力
します。詳細については、「カレンダーのリソース（会議室など）について」を参照して

ください。

• MicrosoftExchangeまたはOffice 365でスケジュールされたデバイスの場合は、ルームメー
ルボックスの電子メールアドレスを入力します。詳細については、「会議室メールボック

スの作成と管理」を参照してください。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックしてから、提供されたコードを使用してデバイスをアクティブにし
ます。

ハイブリッドコールサービスを追加した場所はアクティブ化におよそ 5～ 10分かかる可能性
があり、電子メールアドレス、ディレクトリ URI、および電話番号は Cisco Unified
CommunicationsManagerクラスタで検出されます。アクティブ化の後に、ハイブリッド対応の
場所で Cisco Webexデバイスに電話番号が表示されます。

ユーザ自身によるWebexパーソナルルームとCiscoWebex
Teamsの関連付け

Webexパーソナルルーム会議をスケジュールする際に、CiscoWebexルームデバイスおよびデ
スクデバイスとWebex Boardに OBTPを提供するには、ユーザが自分の Cisco Webex Teamsア
カウントに関連付けられたパーソナルルームを持っている必要があります。これは、次のいず

れかの方法で実行できます。

• Webexサイトが Cisco Webex Control Hubで管理されている。

• Webexサイト上のユーザが Cisco Webex Teamsにリンクされている。（サイトリンク手順
については、「Cisco Webex Teamsおよび分析用の Control HubへのWebexサイトのリン
ク」を参照してください）。
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•ユーザがパーソナルルームを自分で Cisco Webex Teamsに関連付ける。

このタスクは、パーソナル会議室の関連付けを追加する必要があるかどうかを確認するため

に、設定確認のテスト用ユーザアカウントで実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Webex Teamsアプリにサインインします。

ステップ 2 [会議（Meetings）] に移動します。

ステップ 3 [マイパーソナル会議室（MyPersonalRoom）]を見てパーソナル会議室のリンクがない場合は、
https://company.webex.com/meet/usernameまたは
company.webex.com/meet/usernameの形式で入力し、さらにホスト PINを入力して [保
存（Save）]を選択します。

ステップ 4 リンクが見つからない場合は、ルームデバイス、デスクデバイス、またはボードを含む会議
をスケジュールしたユーザに自分でパーソナルルームを Cisco Webex Teamsに関連付けるよう
に指示します。

Office 365とHybridカレンダーサービスの統合のテスト
次の手順を使用して、テスト会議をセットアップし、Office 365統合を検証します。会議のス
ケジュールを設定する方法については、下記のドキュメントをユーザに紹介してください。

手順

ステップ 1 Hybridカレンダーサービスに対して有効にされたテスト Office 365ユーザアカウントのいず
れかを使用して、Outlook、Outlook Web Access、または https://mail.office365.comにサインイン
します。

ステップ 2 チームスペーススケジューリングキーワード（@webex:spaceまたは@meet）をテストしま
す。

a) 新しい会議を作成してから、[ロケーション（Location）]フィールドにキーワードを追加
します。会議用の新しいWebexチームスペースを作成するには、少なくとも 2人のユー
ザを新たに招待します。

b) ビデオデバイス上でワンボタン機能をテストするには、スケジュールアシスタントに移
動して、[ルームの追加（Add room）]をクリックし、追加するデバイスを選択します。

c) 必要に応じて、その他の会議情報を入力し、[保存（Save）]をクリックします。
d) https://teams.webex.comを開き、テストユーザアカウントでサインインします。
e) 新しいスペースが作成されたか（他に招待者を 2人以上追加した場合）、およびカレン
ダー招待カードが含まれているかを確認します。他に招待者を 1人だけ招待した場合は、
テストアカウントと招待者間の会話スペースにカレンダー招待カードが表示されます。

Office 365向けのクラウドベースのHybridカレンダーサービスの導入
8

Office 365向けのクラウドベースのHybridカレンダーサービスの導入

Office 365とHybridカレンダーサービスの統合のテスト

https://help.webex.com/article/e7l52d
https://outlook.live.com/
https://teams.webex.com


f) Webex Teamsを使用して会議に参加するための詳細情報に合わせて、会議の招待が更新さ
れていることを確認します。

g) ビデオデバイス上でワンボタン機能をテストしている場合は、会議の開始がスケジュール
されたときにデバイスに [参加（Join）]ボタンが表示されることを確認します。

ステップ 3 不在状態をテストするには、Office 365で自動応答をオンにします。
20分以内に、次のように、Webex Teamsのテストアカウントのプロファイル画像に不在オー

バーレイが表示されることが確認できます。

他のユーザがスペースに自分のプレゼンスを表示したときに、表示画像の更新がトリ

ガーされます。テストユーザが他のアクティブユーザと対話していない場合は、別

のアカウントを使用して更新を確認する必要があります。

（注）

ステップ 4 パーソナルルームスケジューリングキーワード（@webexなど）をテストします。

a) 新しい会議を作成してから、[ロケーション（Location）]フィールドにキーワードを追加
します。

b) ビデオデバイス上でワンボタン機能をテストするには、スケジュールアシスタントに移
動して、[ルームの追加（Add room）]をクリックし、追加するデバイスを選択します。

c) 必要に応じて、その他の会議情報を入力し、[保存（Save）]をクリックします。
d) 会議に参加するための詳細情報に合わせて、会議の招待が更新されていることを確認しま
す。

e) ビデオデバイス上でワンボタン機能をテストしている場合は、会議の開始がスケジュール
されたときにデバイスに [参加（Join）]ボタンが表示されることを確認します。

関連トピック

カレンダーからの Cisco Webex Meetingのスケジュール
不在時の表示

Expresswayベースのコネクタからのユーザの移動
Hybridカレンダーサービスは、リソースグループに属していないすべての Office 365ユーザ
を Expresswayベースのカレンダーコネクタからクラウドベースのサービスに自動的に移動し
ます。サービスはユーザの移動を 1時間に 1回チェックするので、このプロセスには最大 1時
間かかる可能性があります。（ユーザのメールボックスもMicrosoft Exchangeから Office 365
に移動する場合は、最大 40分長くかかる可能性があります）。ユーザをより迅速にアクティ
ブにするには、次の手順を使用して、ユーザ向けのHybridカレンダーサービスを切り替える
ことで、数分以内のアクティブ化を強制します。

Office 365ユーザをカレンダーコネクタから移動するためには、そのユーザをリソースグルー
プから削除する必要があります。この手順では、そのプロセスについても説明します。

（注）

Office 365向けのクラウドベースのHybridカレンダーサービスの導入
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手順

ステップ 1 必要に応じて、ユーザメールボックスをMicrosoft Exchangeから Office 365に移動します。

ステップ 2 https://admin.webex.comのカスタマービューから、[ユーザ（Users）]に移動します。

ステップ 3 個人ユーザを変更するには、次のサブステップを実行します。

a) リストでユーザを検索し、そのユーザの行をクリックします。
b) 右側に表示されたパネルで、[カレンダーサービス（Calendar Service）]をクリックしま
す。

c) [リソースグループ（Resource Group）]ドロップダウンリストで、[なし（None）]をク
リックします。

d) [カレンダー（Calendar）]の横で、サービスをオフに切り替えます。
e) 1分間待ってから、サービスを再びオンにします。

ユーザは数分以内にアクティブになるはずです。

ステップ 4 ユーザを一括で変更するには、次のサブステップを実行します。

a) [ユーザの管理（Manage Users）]をクリックして、[CSVでユーザの追加または変更
（CSV Add or modify User）]を選択します。

b) [エクスポート（Export）]をクリックして、ファイルをダウンロードします。
c) exported_users.csvファイルを編集します。
d) 移動するすべてのユーザに関して、[Hybridカレンダーサービスリソースグループ

（Hybrid Calendar Service Resource Group）]列の値を削除します。
e) 後で使用するために、ファイルの 1つ目のコピーをこの状態で保存します。
f) 移動を高速化するには、[Hybridカレンダーサービス（Exchange）（HybridCalendarService

(Exchange)）]を FALSEに設定します。

g) ファイルの 2つ目のコピーを保存します。
h) [インポート（Import）]をクリックして、保存した 2つ目のファイルコピーを選択し、

[開く（Open）]をクリックします。
i) [サービスの追加と削除（Add and remove services）]を選択して、[送信（Submit）]を

クリックします。

このプロセスで新しいユーザも追加して、管理者招待メールを抑制しない場合は、新し

いユーザがアクティベーションメールを受信します。

j) 数分間待ってから、ファイルの 1つ目のコピーを再インポートします。

ユーザは数分以内にアクティブになるはずです。

Office 365向けのクラウドベースのHybridカレンダーサービスの導入
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